
マイコプラズマ肺炎

 最近、ニュースで「歩く肺炎」という言葉を耳にしませんか？正式名称は「マイコプラ

ズマ肺炎」といいます。マイコプラズマ肺炎の患者数は過去 10年で最多のペースで増え

ています。今回はこの病気についてご紹介していきます。 

マイコプラズマ肺炎とは「マイコプラズマ」と呼ばれる細

菌の一種によって引き起こされる肺炎のことです。小児や若

い世代に比較的よく見られる肺炎であり、発症者の約 8割は

14歳以下であるとされています。 

発生状況 

生駒市に隣接する大阪府では 1999年 4月以降、基幹定点医療機関からの年間報告数が

最も多かったのは 2011年の 1464例、次いで 2016年の 1101例、2006年の 1068例となっ

ています。2024年は第 34週時点で 690例と、300例を超えるのは 2016年以来です(大阪

府感染症情報センターより)。 

近年、患者数が増加している理由としては、新型コロナウイルスの感染対策が緩和され

たことで人々の行動が変わり、人と人との接触が増えたことが要因ではないか、と考えら

れています。生駒市は大阪府に近く、行き来する人も多いので十分注意が必要です。 

症状 

発熱や全身の倦怠感（だるさ）、頭痛、せきなどの症状がみられます。せきは熱が下が

った後も長期にわたって（3～4週間）続くのが特徴で、マイコプラズマに感染した人の

多くは気管支炎で済み、軽い症状が続きます（一般に、小児の方が軽症で済むと言われて

います）が、一部の人は肺炎となったり、重症化したりすることもあります。感染から発

症までの潜伏期間が 2週間から 3週間と比較的長く、いつ感染したかわかりづらいうえ、

症状が出ても風邪だと思って出歩く患者も多いため、「歩く肺炎」とも呼ばれています。 
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 治療  

 マイコプラズマ肺炎はマクロライド系などの抗菌薬で治療されますが、成人で肺炎を伴

わない気管支炎であれば抗菌薬による治療を行わないことが推奨されています。しかし、

マクロライド系抗菌薬が効かない「耐性菌」に感染した場合は他の抗菌薬で治療します。

軽症で済む人が多いですが、重症化した場合には、入院して治療が行われます。せきが長

引くなどの症状がある時は、医療機関で診察を受けるようにしましょう。 

 

 予防方法  

では、マイコプラズマ肺炎にかからないためには日常生活でどのようなことに気を付け

ればよいのでしょうか？ 

感染経路はせきのしぶき（飛沫）を吸い込んだり（飛沫感染）、感染者と接触したりする

こと（接触感染）だと言われています。家庭のほか、学校などの施設内でも感染の広がり

がみられます。そのため、普段から流水と石けんによる手洗いをすることが大切です。ま

た、感染した場合は、家族間でもタオルの共用は避けましょう。せきの症状がある場合に

は、マスクを着用するなど“咳エチケット”を守ることを心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２週間以上咳が続くときは、放っておいたり

やみくもに市販薬を飲んだりせずに、早めに

呼吸器内科を受診して咳の原因を調べましょ

う。 




